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東日本大震災

2011年3月11日14時46分18秒（日本時間）





3月11日15時37分 県立高田病院４階病棟から
上野正博医師撮影















情報を制するものが災害を制する
＆

情報の8割が正確でない

しかし
今回の大震災では

情報の9割以上が正確でなかった
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過去の地震津波災害と南海トラフ巨大地震津波シミュレーション
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提供：和歌山県防災企画課
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NerveNetの整備

白浜地区 基地局：１５基
うちフリーWi-Fi１０基

衛星接続：３基
インターネット接続：２箇所
・白浜町役場
・県立情報交流センター（田辺市）

日置地区 基地局：５基
うちフリーWi-Fi３基

衛星接続：１基
インターネット接続：１箇所
・日置川消防署



香南市の概況

香南市は、南部地域は太平洋に面する自然豊かな景
観の海岸部と肥よくな平野部、中部地域には里山環
境が広がっている。また、北部地域は標高300～600
ｍの四国山地の一部を構成しており、これらの山々
を源流とする一級河川があるなど、水と緑が豊かな
地域である。

香南市は、震度6～7 の強い揺れが 約3分間 続き、
沿岸部では、10分後に30cm の津波が到達。最大津波

高は15ｍ となる。さらに地震・津波の発生直後はす

べての ライフラインが停止 し、多くの市民が、 避

難所での生活 を余儀なくされる。

南海トラフ地震が発生すると…



応急活動

復旧・

復興

災害へ

の備え

警報避難

復旧・復興

■復旧・復興基本方針の決定
■復興本部の設置
■復興計画の作成
■継続復興支援
■復興まちづくり

災害への備え
≪減災対策≫
■ハザードマップ・被害想定の作成
■地域防災計画・業務継続計画の作成
■受援計画の作成
■災害対策本部マニュアルの作
■物資・資機材の備蓄
■災害協定の更新・見直し
■地域防災力の強化

≪被害抑止対策≫
■河川堤防・防潮堤などの国土保全対策
■防災施設の整備 ・建築制限
■建設・設備等の耐震化、対浪化
■非構造物、什器、工作物等耐震化
■気象・地象の予測・観測の充実強化

警報避難

災害対策の流れ

■被災施設の復旧
■激甚災害制度

応急活動 ■災害対策本部体制の確立
■災害情報の収集・連絡
■救助・救急・消火・医療
■緊急輸送ルートの確保
■被害拡大・二次災害防止

■物資の調達・供給
■広域応援の要請
■孤立地域の解消
■帰宅困難者対策
■ライフラインの復旧
■災害廃棄物の処理 等

被災者支援

≪避難生活の支援≫
■指定避難所の開設・運営
■災害救助法の適用
■保健衛生
・防疫被害想定の作成

■避難生活支援
■ボランティアの受入れ

被
災
者
支
援

≪生活再建の支援≫
■住家被害認定調査
■罹災証明書の発行
■被災者台帳の作成
■応急仮設住宅
の提供・管理

■生活再建支援金の支給
■弔慰金・義援金・見舞
金等の支給 等

■災害警戒本部開設
■指定避難所開設・避難場所開放
■防災気象情報の収集・伝達
■避難誘導
■避難指示等の発令 等

災害対策本部

指揮統制
■ 指揮調整
■ 安全管理
■ 組織関連調整

対策立案

■ 災害情報の収集 ■ 計画立案

資源管理

■ 関係機関からの人的支援 ■ 物資調達・供給 ■ 組織環境の整備

発災

検証・改善



避難道
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香南市防災情報通信・管理システムの機能
① 災害情報の収集：情報の統合（現状認識）

災害時でも、防災拠点施設間で確実につながる通信手段

防災拠点施設香南市災害対策本部 携帯・固定電話網の途絶状況下でも通信可能とする

代替通信手段を確保

誤聞・誤伝を誘発する音声による情報伝達だけでなく、文字や画像（データ主体）によ
る情報伝達

被害規模

大 → 小
？

認識の不一致

正確な情報伝達
被害規模

大 → 大
認識の一致

目標管理型災害対応を実現するために、収集した情報の一元的な集約・管理・分析を行
えるシステム

② 災害情報の分析：将来の状況予測・対策目標の決定・対応方針の決定

GIS上に情報を表示

香南市災害対策本部
緊急度 中
重要度 高

・地理情報システム (GIS) 上で災害事案情報を表示し、

被害規模の俯瞰的把握を可能とする

・情報のトリアージ（重要度・緊急度など）が可能



避難道
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目標管理型災害対応：目標管理型災害図上演習の実施

① 関係者全体で共通の状況認識：COP (Common Operational Picture)

② 目標を明確にした災害対応計画：IAP （ Incident Action Plan）

情報

・〇〇が足りません
・××という予報が
出ています。

現状認識

・現場が
・いま
・どの様な状態に

ある のか？

という

ことは…
このまま
では…

将来の状況予測

・現場が
・いつまでに
・どの様な状態に
なる のか？

将来の状況予測

・現場が
・いつまでに
・どの様な状態に

なる のか？

目標の決定

・現場を
・いつまでに
・どの様な状態に

する のか？

こうなら
ないよう
に…

目標を達
成するた
めに…

対応方針の決定

・目標を
・達成させるために
・何を実施
する のか？



香南市防災情報通信・管理システムの活用

36

状況認識の統一：COP (Common Operational Picture)

地図上に様々な組織が持つ情報を
重ね合わせることで、今までにな
い付加価値が生まれる

災害情報

クロノロ

避難所の情報

避難行動要支援者情報

道路啓開情報

平時に情報を登録 発災後の情報を登録 情報の可視化



37

災害対策本部に必要な人材＝災害対応の実行案を立てる「チームリーダー」！

 断片情報から災害の全体像を想定できる

 時間軸（災害フェーズ）による事態の予測ができる

 組織内外の協力を引き出す根拠資料を作成できる

このままだと・・

＃＄％
＆！

ふむ・・。
重要なのは、必要物資の
数量を予測する・・

この件は福祉事務所のAさ
んに、あの件は○○会社の
B社長。これは□法人のC
さんが適任だ。

統括部長！福祉避難所に
物資がこれだけ必要です。
要配慮者班長と調整して
ください。

そだね～

組織と個々の災害対応力（知識・能力）の向上



© 2023 Shirahama Town

NerveNetの活用

白良浜ライブカメラ（動画配信） 観光防災アプリ（しらはまこんぱす）

利用促進（デジタルチケット配布）

同意を頂いた利用者への
リコメンドメール
（関係人口の創出・拡大）

資料：NECソリューションイノベータ株式会社同意管理PFリーフレット





情報が錯綜→見る人によって違った

病院スタッフ
『赤タッグであふれている！』
『早く助けにしてくれ！』

↓
ヘリを無理矢理集めて電話をかけ直すと
『別に救急外来は落ち着いていますよ』

と電話をとった事務員が報告
↓

実は大丈夫だったのかと思い放置していたら
『俺たちを殺す気か！？』と激怒の電話。

↓
結局はそんなに重傷者がいなかった



• The organization shall establish an operational information process which consists of: 
⎯ planning and direction; 
⎯ collection;
⎯ processing and exploitation; 
⎯ analysis and production; 
⎯ dissemination and integration; 
⎯ evaluation and feedback. 

• NOTE The activities can take place 
• simultaneously.

Haruo HAYASHI  
Disaster Prevention Research 

Institute, Kyoto University



LINE 内容
LINE 1 患者を回収する地点（住所 緯度・経度 UTM座標など）
LINE 2 回収地点の通信周波帯、コールサイン
LINE 3 優先度ごとの患者数

A:緊急（2時間以内） B;緊急（手術が必要な場合で２時間以内）
C:準緊急（4時間以内） D:非緊急（24時間以内） F:適宜

LINE 4 必要とされる特殊な器具（バッグボードや担架などでない）
A:なし B:ホイスト C:牽引具 D：人工呼吸器

LINE 5 患者の搬送手段ごとの数
A:担架 B:歩行可能

LINE 6 回収地点の安全状況
N:危険性なし P:危険の可能性あり E:危険要注意 D:危険（単独だめ）

LINE 7 回収地点の明示方法
A:パネル B:信号団 C:発煙筒 D:なし E:その他（ライト点等等）

LINE 8 患者の国籍と所属
A:自国救助関係者 B:自国民 C:外国籍救助隊 D:外国籍 E:要注意人

物
LINE 9 NBC汚染

N:核 B:生物 C:化学

米軍やNATOで患者搬送のための情報伝達ツールとして活用されている９－LINE
（非軍事組織用に改変 そのためLINE8と9は必要に応じて使用）



内閣府 宇宙開発戦略推進事務局
準天頂衛星システム戦略室

位置情報だけでなく世界標準の
災害・危険情報を空から降らせる
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3/113/133/153/173/193/213/233/253/273/293/31 4/2 4/4 4/6 4/8 4/104/124/144/164/184/204/224/244/264/284/30

3月 4月 5

ESF1: 輸送支援

ESF2: 通信支援

ESF3: 公共土木・技術支援

ESF4: 消防支援

ESF5: 緊急事態管理支援

ESF6: 人道支援

ESF7: 補給支援

ESF8: 公衆衛生・医療支援

ESF9: 捜索救助支援

ESF10: 油等危険物対応支援

ESF11: 農業支援

ESF12: エネルギー支援

ESF13: 公衆安全・警備支援

ESF14: 長期的復興支援

ESF15: 対外調整支援

ESF16: ボランティア・義援金・寄付
調整支援ESF17: ペットおよび家畜ケア支援

ESF18: 経営・金融支援

20: その他

岩手県災害対策本部医療班時クロノロ解析



• The organization shall establish an operational information process which consists of: 
⎯ planning and direction; 
⎯ collection;
⎯ processing and exploitation; 
⎯ analysis and production; 
⎯ dissemination and integration; 
⎯ evaluation and feedback. 

• NOTE The activities can take place 
• simultaneously.

Haruo HAYASHI  
Disaster Prevention Research 

Institute, Kyoto University
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